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あ
ぜ
道
の
声

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
交

渉
が
重
大
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

交
渉
妥
結
の
前
提
と
な
る
米
国
で

の
Ｔ
Ｐ
Ａ
（
大
統
領
貿
易
促
進
権
限
）

法
が
６
月
29
日
に
成
立
、
７
月
下
旬
の

閣
僚
会
合
で
大
筋
合
意
を
目
指
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
全
国
の
農
業
者

に
大
き
な
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
中
、

政
府
に
対
し
て
、
平
成
25
年
４
月
の

衆
参
両
院
の
農
林
水
産
委
員
会
に
お

い
て
採
択
さ
れ
た
「Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
参
加

に
関
す
る
決
議
」を
遵
守
し
、
米
、
牛

肉
・
豚
肉
な
ど
わ
が
国
に
お
け
る
重

要
品
目
に
つ
い
て
は
、
関
税
撤
廃
の
除

外
対
象
と
す
る
こ
と
な
ど
、
国
益
に

か
な
う
交
渉
を
行
う
よ
う
、
引
き
続

き
強
く
要
請
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

さ
ら
に
、
政
府
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
み
な
ら
ず
、
多
様
な
枠
組
み
に
よ

る
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
、
Ｆ
Ｔ
Ａ

（自
由
貿
易
協
定
）な
ど
の
広
域
経
済

連
携
を
推
進
し
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
流
れ
は
一
層
加
速
し
て
い
る
。

進
展
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
対

応
し
、
政
府
の
進
め
る
「農
林
水
産
業

の
成
長
産
業
化
」
を
真
に
実
現
可
能

と
す
る
た
め
に
は
、
農
業
・畜
産
業
に

対
す
る
新
た
な
経
営
所
得
安
定
対

策
の
創
設
な
ど
、
抜
本
的
な
対
策
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（Ｈ.

Ｋ
）

徳
島
県
農
業
会
議
で
は
、
県
か
ら

の
委
託
を
受
け
、
徳
島
県
内
で
の
新

規
就
農
を
目
指
す
方
を
研
修
生
と
し

て
、
県
内
の
研
修
受
入
農
家
や
農
業

法
人
が
雇
用
し
、
実
践
的
な
技
術
を

習
得
し
て
頂
く
た
め
の
研
修
制
度
を

６
月
１
日
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

７
月
末
現
在
で
、
県
内
外
か
ら
36

名
の
新
規
就
農
希
望
者
か
ら
応
募
が

あ
り
、
す
で
に
24
名
の
研
修
生
が
、

受
入
経
営
体
で
実
践
研
修
に
励
ん
で

い
る
と
こ
ろ
だ
。
今
回
の
応
募
者
の

う
ち
、
県
外
か
ら
の
応
募
者
は
12
名

で
あ
っ
た
。
応
募
に
際
し
て
、
研
修

を
希
望
し
た
動
機
や
農
業
・
徳
島
県

に
対
す
る
想
い
等
に
つ
い
て
、
面
談

等
を
通
じ
て
聴
き
取
り
を
し
た
。

こ
の
う
ち
、
兵
庫
県
三
田
市
出
身

の
沢
本
な
つ
み
さ
ん(

写
真
）
の
実

践
研
修
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

沢
本
な
つ
み
さ
ん
（
25
才
）
は
、

６
月
１
日
か
ら
実
践
研
修
を
開
始
し

て
い
る
が
、
研
修
受
入
先
は
、
阿
南

市
椿
町
で
オ
ク
ラ
、
七
草
、
菜
の
花

を
栽
培
す
る
青
木
玲
子(

80
才
）
さ

ん
の
農
業
経
営
だ
。
沢
本
な
つ
み
さ

ん
が
農
業
を
一
生
の
仕
事
に
し
た
い

と
考
え
始
め
た
の
は
、
大
学
生
の
就

職
活
動
の
時
で
あ
っ
た
。
農
業
は
生

き
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
食
料
を

生
産
す
る
重
要
な
仕
事
、
そ
れ
を
生

業
と
す
る
農
家
の
方
は
か
っ
こ
よ
く

感
じ
た
と
い
う
。
自
然
相
手
な
の
で

安
定
し
た
仕
事
で
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
高
品
質
の
農
産
物
を
栽
培

す
る
日
本
の
農
業
は
素
晴
ら
し
い
。

自
分
も
農
業
界
に
携
わ
っ
て
活
躍
し

た
い
と
思
っ
た
。
そ
ん
な
時
に
、
母

親
の
知
人
が
徳
島
県
阿
南
市
で
七
草

等
を
栽
培
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、

と
て
も
興
味
を
も
っ
た
そ
う
だ
。
そ

の
う
え
、
そ
の
農
家
で
実
践
研
修
を

受
け
ら
れ
る
と
聞
き
、
早
速
こ
の
就

農
研
修
制
度
に
応
募
し
た
。

実
践
研
修
を
開
始
し
て
、
既
に
２
ヶ

月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

今
の
時
期
は
オ
ク
ラ
の
収
穫
期
だ
。

現
在
、
青
木
玲
子
さ
ん
の
指
導
の

下
で
オ
ク
ラ
の
栽
培
管
理
技
術
の
習

得
に
精
を
出
し
て
い
る
が
、
今
後
は

研
修
実
施
計
画
に
沿
っ
て
、
施
肥
技

術
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
耕
耘
、
七
草
の

栽
培
技
術
の
習
得
へ
と
実
践
研
修
は

続
い
て
い
く
。

（
取
材

Ｔ
・
Ｍ
）

農
業
研
修
生
の
実
践
研
修
が
一
斉
に
開
始
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中
国
四
国
農
政
局
企
画
調
整
室

◆
は
じ
め
に

平
成
27
年
３
月
31
日
に
、
農
政
の

中
長
期
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
な
る
、
新

た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
（
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）

が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
な
基
本
計
画
は
、
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
（
平
成
11
年

７
月
制
定
）
に
基
づ
き
決
定
さ
れ

た
４
回
目
の
基
本
計
画
と
な
り
ま

す
。
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審

議
会
の
企
画
部
会
に
お
け
る
17
回

に
わ
た
る
議
論
、
現
地
視
察
、
地

方
意
見
交
換
会
を
経
て
、
３
月
24

日
の
本
審
議
会
で
の
答
申
を
受
け

て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◆
本
基
本
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

○
ま
え
が
き

我
が
国
の
農
業
・
農
村
に
お
い

て
は
、
６
次
産
業
化
や
農
林
水
産

物
・
食
品
の
輸
出
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
、
若
者
を
中
心
と
し
た
「
田
園

回
帰
」
と
い
っ
た
新
た
な
動
き
が

広
が
っ
て
い
る
一
方
で
、
農
業
就

業
者
の
高
齢
化
や
農
地
の
荒
廃
な

ど
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
関
係
者

の
発
想
の
転
換
や
、
改
革
の
必
要

性
に
つ
い
て
の
認
識
の
共
有
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
述
べ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
認
識
の
下
、
「
農
林

水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ

ン
」
等
で
示
さ
れ
た
施
策
の
方
向

等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
食
料
・
農
業
・

農
村
施
策
の
改
革
を
進
め
、
若
者

た
ち
が
希
望
を
持
て
る
「
強
い
農

業
」
と
「
美
し
く
活
力
あ
る
農
村
」

の
創
出
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

○
第
１

食
料
、
農
業
及
び
農
村

に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
方
針

第
１
で
は
、
食
料
・
農
業
・
農

村
を
め
ぐ
る
情
勢
と
、
主
な
施
策

の
評
価
と
課
題
、
施
策
を
推
進
す

る
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
視
点

を
示
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
高
齢
化
や
人
口

減
少
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
の
観

点
か
ら
、
情
勢
の
変
化
や
施
策
の

評
価
と
課
題
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
現
在
が
施
策
展
開
に

当
た
っ
て
の
大
き
な
転
換
点
で
あ

る
と
の
認
識
に
立
ち
、
農
業
の
構

造
改
革
や
新
た
な
需
要
の
取
り
込

み
等
を
通
じ
、
農
業
や
食
品
産
業

の
成
長
産
業
化
を
促
進
す
る
「
産

業
政
策
」
と
、
構
造
改
革
を
後
押

し
し
つ
つ
、
農
業
・
農
村
の
有
す

る
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
を

促
進
す
る
「
地
域
政
策
」
を
車
の

両
輪
と
し
て
施
策
の
改
革
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
第
２

食
料
自
給
率
の
目
標

食
料
自
給
率
目
標
に
つ
い
て
は
、

前
基
本
計
画
の
検
証
結
果
を
踏
ま

え
、
計
画
期
間
内
に
お
け
る
実
現

可
能
性
を
重
視
し
、
平
成
37
年
度

の
目
標
と
し
て
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス

で
は
現
状
39
％
か
ら
45
％
に
、
金

額
ベ
ー
ス
で
は
現
状
65
％
か
ら
73

％
に
引
き
上
げ
る
目
標
を
設
定
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
の
食
料
の
潜
在

生
産
能
力
を
評
価
す
る
食
料
自
給

力
指
標
を
新
た
に
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
我
が
国
の
食
料

自
給
力
の
現
状
や
過
去
か
ら
の
動

向
に
つ
い
て
の
認
識
を
共
有
し
、

食
料
安
全
保
障
に
関
す
る
国
民
的

議
論
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
に
つ
い
て
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○
第
３

食
料
、
農
業
及
び
農

村
に
関
し
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
講
ず
べ
き
施
策

１
．
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保

に
関
す
る
施
策

食
品
の
安
全
確
保
と
、
食
品

に
対
す
る
消
費
者
の
信
頼
を
確

保
す
る
た
め
の
取
組
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
食
育
や
国
産
農

産
物
の
消
費
拡
大
、
「
和
食
」

の
保
護
・
継
承
等
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
食
料
の
安
定
供
給
と

い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
農
業
や
食
品
産
業
が
、
消
費

者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確

な
対
応
や
国
内
外
の
新
た
な
需

要
の
取
り
込
み
等
を
通
じ
て
健

全
に
発
展
す
る
た
め
、
六
次
産

業
化
、
農
林
水
産
物
・
食
品
の

輸
出
、
食
品
産
業
の
海
外
展
開

等
の
取
組
を
促
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
様
々
な
リ
ス
ク

（
我
が
国
の
食
料
の
安
定
供
給

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ

る
様
々
な
要
因
）
に
対
応
し
た

総
合
的
な
食
料
安
全
保
障
を
確

立
す
る
た
め
、
食
料
の
安
定
供

給
に
関
す
る
リ
ス
ク
の
定
期
的

な
分
析
、
評
価
や
、
不
測
時
の

具
体
的
な
対
応
手
順
の
整
備
等

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

２
．
農
業
の
持
続
的
な
発
展
に

関
す
る
施
策

農
業
経
営
の
法
人
化
、
新
規

就
農
の
促
進
な
ど
担
い
手
の
育

成
・
確
保
や
、
女
性
農
業
者
が

能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る

環
境
の
整
備
を
進
め
る
旨
を
明

記
す
る
と
と
も
に
、
経
営
所
得

安
定
対
策
を
着
実
に
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
地
中
間
管
理
機
構

の
フ
ル
稼
働
に
よ
る
担
い
手
へ

の
農
地
集
積
・
集
約
化
と
優
良

農
地
の
確
保
、
構
造
改
革
の
加

速
化
に
資
す
る
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
等
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
米
政
策
改
革
の
着

実
な
推
進
、
飼
料
用
米
等
の
戦

略
作
物
の
生
産
拡
大
と
と
も
に
、

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
の
構
築
、
園

芸
作
物
の
供
給
力
の
強
化
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。生

産
・
流
通
現
場
の
技
術
革

新
等
に
つ
い
て
は
、
現
場
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
研
究
開
発
と
技

術
移
転
の
加
速
化
や
、
規
模
拡

大
、
低
コ
ス
ト
化
等
を
可
能
と

す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

実
現
等
に
向
け
た
取
組
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
気
候
変
動
へ
の
対
応

な
ど
、
農
業
分
野
の
環
境
政
策

に
つ
い
て
も
総
合
的
に
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

３
．
農
村
の
振
興
に
関
す
る
施

策
多
面
的
機
能
の
発
揮
を
促
進

す
る
た
め
、
多
面
的
機
能
支
払

制
度
や
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
を
着
実
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
生
活

サ
ー
ビ
ス
機
能
等
を
基
幹
集
落

へ
集
約
し
た
「
小
さ
な
拠
点
」

と
周
辺
集
落
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
加
え
て
、
深
刻
化
、

広
域
化
す
る
鳥
獣
被
害
へ
の
対

応
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
産
物
等
を
活
か
し

た
新
た
な
価
値
の
創
出
、
バ
イ

オ
マ
ス
を
基
軸
と
し
た
新
た
な

産
業
の
振
興
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
生
産
・
利
用
、
農
村

へ
の
関
連
産
業
の
導
入
等
を
通

じ
、
農
村
全
体
の
雇
用
の
確
保

と
所
得
の
向
上
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
観
光
、
教
育
、
福

祉
等
と
連
携
し
た
都
市
農
村
交

流
を
戦
略
的
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
交
流
人
口
の
増
加
を
移

住
・
定
住
へ
と
発
展
さ
せ
て
い

く
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
農
業

の
有
す
る
多
様
な
機
能
の
発
揮

に
向
け
て
、
持
続
的
な
振
興
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

４
．
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
関
す
る
施
策

地
震
・
津
波
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
向
け
、
農
地
や
農

業
用
施
設
等
の
着
実
な
復
旧
、

将
来
を
見
据
え
た
農
地
の
大
区

画
化
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、

原
発
事
故
に
伴
う
風
評
被
害
の

払
拭
や
、
輸
入
規
制
の
緩
和
・

撤
廃
に
向
け
た
諸
外
国
へ
の
働

き
か
け
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

５
．
団
体
の
再
編
整
備
等
に
関

す
る
施
策

食
料
・
農
業
・
農
村
に
関
す

る
団
体
（
農
協
、
農
業
委
員
会
、

農
業
共
済
団
体
等
）
が
、
そ
の

機
能
や
役
割
を
効
果
的
か
つ
効

率
的
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
く
た
め
、
事
業
・
組
織
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

○
第
４

食
料
、
農
業
及
び
農

村
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に

必
要
な
事
項

国
や
自
治
体
、
農
業
者
、
消

費
者
な
ど
の
適
切
な
役
割
分
担

の
下
、
施
策
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力

創
造
本
部
」
を
活
用
し
て
政
府

一
体
と
な
っ
て
施
策
を
推
進
す

る
こ
と
な
ど
を
明
記
し
て
い
ま

す
。

◆
お
わ
り
に

今
後
、
本
基
本
計
画
に
基
づ

く
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
関
係
者
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
（
基
本
計
画
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
a
f

f
.
g
o
.
j
p
/
j
/
k
e
i
k
a
k
u
/
k
_
a
r
a
t

a
n
a
/
s
i
r
y
o
u
.
h
t
m
l

）
を
ご
覧

下
さ
い
。
）



経営体数 面積（ha） 所有者数 面積（ha）

238 623 235 82

※ 経営体とは農業者と農業法人を合わせたものをいう

借受希望 貸付希望
H26.7.1～H27.3.31

借受・貸付希望

転貸実績（H27.3.31現在）

市　町　村

徳 島 市 10.9 1

阿 南 市 20.8 33

阿 波 市 1.1 1

石 井 町 0.3 1

牟 岐 町 2.9 3

藍 住 町 0.8 4

東みよし町 0.8 4

計 37.6 47

面積（ha） 経営体数
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「平
成
27
年
度
徳
島
県
表
彰
式
」

が
６
月
３
日
、
徳
島
県
庁
で
執
り
行

わ
れ
、
飯
泉
嘉
門
知
事
か
ら
三
好
市

農
業
委
員
会
南
邦
彰
会
長
に
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
南
会
長
は

平
成
７
年
に
池
田
町
の
農
業
委
員
に

就
任
し
て
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で

約
20
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
農
業

委
員
と
し
て
精
励
さ
れ
、
特
に
、
平

成
24
年
か
ら
は
三
好
市
農
業
委
員

会
会
長
と
し
て
、
ま
た
、
徳
島
県
農

業
会
議
の
一
号
会
議
員
と
し
て
、
農

業
委
員
会
組
織
の
円
滑
な
業
務
運

営
と
、
適
正
な
農
地
行
政
の
執
行
に

尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
度

の
受
賞
は
、
県
下
農
業
委
員
会
組

織
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
農
業
の
振

興
に
果
た
し
て
き
た
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
南
会
長
に
は
、
心
か

ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
と
も
本
県
農
業
の
振
興
に

ご
尽
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

県
下
に
お
け
る
農
地
の
貸
付
希
望
の

農
業
者
は
２
３
５
人
で
貸
付
希
望
面
積

の
合
計
が
82
ｈ
ａ
。
一
方
、
借
受
希
望

の
経
営
体
数
は
２
３
８
経
営
体
で
借
受

希
望
面
積
の
合
計
は
６
２
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
貸
付
希
望
の
約
７
．
６
倍
の
借
受

希
望
が
あ
る
が
、
農
業
開
発
公
社
を
通

じ
て
転
貸
し
た
実
績
は
47
経
営
体
の
37
・

６
ha
に
留
ま
っ
て
お
り
、
公
社
と
借
り

手
で
あ
る
経
営
体
と
の
間
の
マ
ッ
チ
ン

グ
の
難
し
さ
が
表
れ
て
い
る
。

ま
た
、
農

業
者
へ
の
事

業
の
浸
透
状

況
も
各
市
町

村
ご
と
に
異

な
っ
て
お
り
、

「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
の

策
定
地
区
で

あ
る
14
地
区

に
お
い
て
説

明
会
を
実
施

し
た
阿
南
市

で
は
農
業
者
の
一
定
の
理
解
の
も
と
20
・

８
ha
と
県
下
一
の
実
績
を
上
げ
て
い
る

が
、
転
貸
実
績
の
な
い
市
町
村
も
多
数

存
在
し
て
い
る
。

農
業
開
発
公
社
と
し
て
は
、
農
村
現

場
へ
の
一
層
の
事
業
推
進
を
図
る
た
め

推
進
員
の
増
員
し
、
各
市
町
村
に
お
け

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
や
重
点
地

区
の
設
定
等
の
働
き
か
け
を
行
い
、
担

い
手
に
対
す
る
農
地
の
利
用
集
積
の
加

速
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

農
地
中
間
管
理
事
業
の
実
績
ま
と
ま
る

徳
島
県
農
業
開
発
公
社
は
、
平
成
26
年
度
よ
り
経
営
規
模
の
縮
小

や
離
農
を
検
討
し
て
い
る
農
業
者
か
ら
農
地
を
借
受
け
、
経
営
規
模

の
拡
大
や
集
約
化
を
図
る
農
業
者
に
農
地
の
貸
付
を
行
う
農
地
中
間

管
理
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
度
、
そ
の
一
年
間
の
業
務
実
績

を
発
表
し
た
。

晴
れ
の
受
賞
お
慶
び

本
年
６
月
・
７
月
に
任
期
が
満

了
す
る
２
市
３
町
の
農
業
委
員
会

に
お
い
て
農
業
委
員
会
選
挙
が
行

わ
れ
、
１
０
４
人
の
農
業
委
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

（選
挙
に
よ
る
委
員
の
み
掲
載
）

【阿
南
市
】（以
下
、
敬
称
略
）

島
優
德
、
尾
﨑
正
則
、
厚
田
遠
市
、

炭
谷
善
美
、
村
崎
明
汎
、
萩
野
敏

則
、
久
積
芳
之
、
小
出
勝
美
、
服

部
幸
則
、
柳
沢
久
美
、
茶
山
一
男
、

佐
竹
敏
之
、
森
崎
善
人
、
幸
田
敏

詮
、
乾
庫
介
、
江
口
幸
次
郎
、
二

宮
秀
明
、
久
米
博
、
武
田
光
普
、

岡
部
元
、
阿
部
竹
利
、
南
部
宣
雄
、

井
出
敬
子
、
田
上
明
信
、
一
樂
弘
、

橋
本
勉
、
中
田
孝
夫
、
一
上
敏
和
、

松
本
強
志
、
奥
村
和
仙

【三
好
市
】

増
原
剛
、
三
木
謙
二
、
森
久
保
一

則
、
竹
内
孝
明
、
南

彰
、
高
田

忠
恭
、
大
西
康
彦
、
大
野
達
男
、

中
村
洋
昭
、
喜
志
守
、
細
谷
元
信
、

伊
沢
豊
、
平
石
安
男
、
岸
上
秀
富
、

宮
本
一
二
三
、
邉
見
義
明
、
糸
田

川
武
男
、
志
摩
隆
信
、
清
水
章
彦
、

島
尾
芳
治

【美
波
町
】

小
山
直
行
、
坂
本
登
、
豊
田
穂
、

本
田
和
博
、
川
尻
竹
藏
、
横
山
正

幸
、
春
田
裕
計
、
中
川
尚
毅
、
原

野
光
純
、
美
和
田
眞
生
雄
、
吉
坂

嘉
起
、
延
原
敏
雄
、
長
木
正
一
、

古
田
純
二

【海
陽
町
】

長
谷
栄
、
南
谷
輝
幸
、
冨
田
和
樹
、

川
端
注
連
憲
、
村
本
栄
一
、
大
東

英
治
、
平
岡
伸
弘
、
松
川
晴
夫
、

米
田
公
彰
、
山
上
勝
弘
、
小
狹
一

成
、
須
濵
靖
次
、
山
田
哲
、
中
張

雅
弘
、
森
和
男
、
吉
田
豊
樹
、
北

地
正
敬
、
芝
下
初
夫
、
河
内
茂
男
、

山
下
久
男

【東
み
よ
し
町
】

前
田
治
、
秋
田
忠
節
、
木
下
正
雄
、

宮
原
伸
次
、
大
滝
政
信
、
橋
本
栄

治
、
久
保
寛
、
島
本
清
、
藤
川
清
、

横
田
仁
、
武
田
清
、
國
安
斌
、
山

下
隆
晟
、
大
島
昇
、
石
川
利
英
、

宮
俊
文
、
曽
我
部
亨
、
近
藤
昭
、

久
保
春
好
、
吉
井
武

農
業
委
員
の
改
選
状
況
報
告



小
松
島
市
農
業
委
員

川
瀬

益
栄
さ
ん
（
64
才
）

「
農
家
で
す
か
ら
自
分
で
食
べ
る
も

の
は
自
分
で
作
れ
た
ら
と
思
い
、
季

節
の
野
菜
は
自
給
自
足
し
て
い
ま
す
。

最
近
特
に
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
育
て

た
ス
イ
カ
を
孫
が
喜
ん
で
食
べ
て
い

る
時
の
顔
を
見
た
と
き
で
す
ね
！
」

と
笑
顔
で
話
す
の
は
小
松
島
市
農
業

委
員
の
川
瀬
益
栄
さ
ん
。

川
瀬
さ
ん
は
、
水
稲
90
㌃
と
サ
ツ

マ
イ
モ
や
季
節
の
野
菜
を
10
㌃
栽
培

す
る
傍
ら
で
、
JA
東
と
く
し
ま
女
性

部
部
長
を
務
め
る
。
活
動
と
し
て
は
、

男
性
の
料
理
教
室
、
80
才
以
上
の
高

齢
者
の
配
食
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
、

高
齢
化
す
る
「
地
域
の
母
」
と
し
て

の
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、

昨
年
設
立
し
た
徳
島
県
女
性
農
業
委

員
協
議
会
の
副
会
長
に
就
任
し
、
今

年
度
は
子
供
の
食
育
と
地
域
の
後
継

者
対
策
に
力
を
注
ぐ
。

「
高
齢
者
へ
の
配
慮
も
必
要
で
す
が
、

地
域
が
元
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
農
業

も
元
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
！

そ
の
為
に
は
若
い
後
継
者
の
育
成
に

力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

後
継
者
対
策
・
子
供
の
食
育
活
動

を
中
心
に
私
が
少
し
で
も
地
域
の
手

助
け
が
出
来
れ
ば
と
思
う
ん
で
す
」

と
地
域
に
対
す
る
気
持
ち
は
人
一
倍

強
い
。

現
在
、
徳
島
県
女
性
農
業
委
員
協

議
会
で
は
９
月
27
日
（
日
）
に
秋
の

味
覚
収
穫
体
験
交
流
ツ
ア
ー
と
題
し

て
、
独
身
男
性
農
業
者
の
婚
活
ツ
ア
ー

を
開
催
す
る
予
定
で
、
若
い
農
業
者

が
世
帯
を
持
っ
て
安
心
で
き
る
農
業

を
目
指
し
た
い
と
い
う
。

ま
た
、
子
供
の
食
育
活
動
の
目
標

と
し
て
「
遊
休
農
地
を
借
り
受
け
地

元
の
子
供
達
と
食
農
作
業
体
験
授
業

を
行
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。
作
り
に

く
い
畑
だ
か
ら
こ
そ
遊
休
農
地
に
な
っ

た
部
分
は
あ
る
と
思
う
の
で
難
し
い

部
分
は
あ
り
ま
す
が
、
種
ま
き
か
ら

収
穫
ま
で
の
栽
培
を
子
供
達
と
一
緒

に
行
い
、
食
の
大
切
さ
を
体
験
し
て

ほ
し
い
で
す
」
と
思
い
を
語
っ
た
。

（
取
材

笹
賀

圭
）
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こ
ん
に
ち
は
。
日
本
政
策
金
融
公
庫

（
日
本
公
庫
）
徳
島
支
店
で
す
。

当
公
庫
は
、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
等
の

融
資
や
各
種
情
報
提
供
、
商
談
会
の
開

催
な
ど
、
農
業
者
の
皆
様
の
経
営
改
善

支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
東
京
２
０
１

５
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

８
月
18
・
19
日
の
２
日
間
、
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
（
東
京
都
江
東
区
）
で
、
当

公
庫
主
催
の
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

東
京
２
０
１
５
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
産
農
畜
産
物
及
び
そ
の

加
工
食
品
に
限
定
し
た
商
談
会
と
し
て

は
国
内
最
大
級
の
も
の
で
、
本
年
度
は

10
回
目
の
開
催
を
記
念
し
て
、
出
展
小

間
数
は
例
年
の
１
・
５
倍
の
約
７
５
０

を
予
定
し
て
お
り
、
来
場
者
は
２
日
間

で
約
１
万
３
千
人
に
の
ぼ
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

今
回
の
徳
島
県
か
ら
の
出
展
予
定
者

は
23
で
あ
り
、
県
が
昨
年
度
に
引
続
き

出
展
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
予
算
措

置
を
講
じ
た
こ
と
も
あ
り
、
四
国
四
県

で
は
最
も
多
い
出
展
者
数
と
な
っ
て
い

ま
す
。

生
産
物
の
販
路
の
拡
大
を
考
え
て
お

ら
れ
る
方
等
、
将
来
の
出
展
を
ご
検
討

さ
れ
て
い
る
方
は
、
一
度
ご
見
学
さ
れ

る
こ
と
を
検
討
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
！な

お
、
会
場
へ
の
入
場
に
は
特
別
招

待
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
、
日
本
公
庫
徳
島
支
店
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
実
質
無
利
子
化
措

置
に
つ
い
て

認
定
農
業
者
向
け
資
金
で
あ
る
ス
ー

パ
ー
Ｌ
資
金
に
つ
い
て
は
、
、
本
年
度

も
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
中
心
的
経

営
体
に
対
す
る
特
例
と
し
て
、
利
子
助

成
に
よ
る
実
質
無
利
子
化
措
置
（
融
資

後
５
年
間
）
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
実
質
無
利
子
化
措
置
は
特
例
措

置
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
予
算

上
の
枠
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現

時
点
で
当
支
店
に
は
、
既
に
徳
島
県
に

配
分
さ
れ
た
予
算
枠
に
相
当
す
る
借
入

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
後
受
け
付
け
る
借
入

相
談
に
つ
い
て
は
、
無
利
子
化
措
置
の

対
象
と
な
ら
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

資
金
の
利
用
を
ご
希
望
の
方
は
、
以

上
の
事
情
を
ご
理
解
の
う
え
、
な
る
べ

く
早
め
に
公
庫
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

青
年
等
就
農
資
金
の
融
資
状
況
と
体
制

整
備
状
況

平
成
26
年
度
か
ら
融
資
取
扱
い
を
開

始
し
た
青
年
等
就
農
資
金
は
、
無
利
子
・

無
担
保
・
無
保
証
の
、
新
規
就
農
者
に

と
っ
て
有
利
な
資
金
制
度
で
あ
り
、
設

備
投
資
だ
け
で
な
く
、
就
農
後
五
年
以

内
に
必
要
な
運
転
資
金
も
融
資
可
能
で

す
。本

資
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度

に
徳
島
県
内
で
５
相
手
先
に
６
千
８
百

万
円
の
融
資
を
行
い
ま
し
た
が
、
本
年

度
は
既
に
26
年
度
実
績
の
約
２
倍
の
金

額
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
資
金
の
融
資
に
あ
た
っ
て

は
、
県
の
７
か
所
の
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

と
十
分
連
携
し
て
い
く
仕
組
み
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
現
時
点
で
す
べ
て
の
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
管
内
に
お
い
て
、
具

体
的
な
融
資
手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

本
資
金
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
を
お

知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
当
公
庫
、
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
又
は
市
町
村
等
に
お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

日
本
政
策
金
融
公
庫

徳
島
支
店
農
林
水
産
事
業

徳
島
市
中
洲
町
１
ー
５
８

０
８
８(

６
５
６)

６
８
８
０

営
業
時
間

９
時
～
17
時

女
性
農
業
委
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー



場           所 対  象  者

２１日 徳島県農業会議第４１８回常任会議員会議 徳島合同庁舎Ａ・Ｂ会議室 常任会議員

２１日～２２日 全国農業新聞編集担当者会議 東京都「ＡＰ浜松町」ＴＦＴビル会議室」 都道府県農業会議新聞担当

２４日 都道府県農業会議総務・経理担当者会議 東京都「ＡＰ浜松町」 都道府県農業会議総務担当者等

２８日～２９日 徳島県農業法人協会県外農業視察 鳥取県米子市 農業法人協会会員

３０日 徳島県農業機械等安全推進協議会総会 徳島グランヴィリオホテル 関係機関・県内ＪＡ営農担当

　４日 「農の雇用事業」研修会 タウンホテル千代 事業実施経営体

　４日～５日 全国農業図書全国会議 東京都「主婦会館プラザエフ」 都道府県農業会議農業図書担当

　６日 経営継承コーディネートチーム会議 県南部県民局日和佐庁舎 コーディネートチーム構成員

　６日 都道府県農業会議会長・事務局長会議 東京都　「都市センターホテル」 都道府県農業会議会長事務局長

　７日～　８日 四国農業会議職員研修会 香川県高松市 四国四県農業会議職員

　９日 市町村農業委員会職員研修会 徳島市ホテル千秋閣 市町村農業委員会職員

２０日 若年者マッチングフェアー ホテルクレメント徳島 就業希望者一般

２０日～２１日 平成２７年度上期全国農業新聞総局長会議 ホテルクレメント徳島 全国農業新聞総局関係者

２１日 徳島県農業会議第４１９回常任会議員会議 徳島合同庁舎Ａ・Ｂ会議室 常任会議員

　４日 都道府県農業会議事務局長会議 東京都「場所未定」 都道府県農業会議事務局長

　４日 女性農業委員協議会 徳島グランヴィリオホテル 女性農業委員

２７日 婚活バスツアー 県内 農業青年等

２９日 徳島県重点農業施策の建議 県庁秘書課「第2応接室」 農業会議役員・常任会議員

９月

徳島県農業会議等の行事予定

会議等の行事予定

７月

８月

単位：㎡

住　　宅 植　　林 倉　　庫 資材置場 駐車場 農用施設 道　　路 工　　場 砂利採取 その他 合　　計

４月 6,308 0 0 20,827 6,421 1,015 582 4,647 0 46,162 85,962

５月 4,058 0 0 6,772 5,090 2,170 97 541 0 87,765 106,493

６月 10,471 1,351 2,596 19,038 8,567 2,017 111 0 0 43,018 87,169

合計 20,837 1,351 2,596 46,637 20,078 5,202 790 5,188 0 176,945 279,624

農地法第４条・第５条転用許可の面積

改
訂

農
業
法
人
の
設
立

法
人
化
を
目
指
す
農
業
者
の
実

務
書
３
年
ぶ
り
待
望
の
改
訂
版

平
成
24
年
の
「新
訂
」版
刊
行
後
の

税
制
改
正
や
農
事
組
合
法
人
定
款
例

の
見
直
し
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の

創
設
な
ど
制
度
改
正
に
対
応
。
農
業

経
営
の
法
人
化
を
目
指
す
農
業
者
や

農
業
関
係
者
の
必
携
書
で
す
。

刊
行
：
平
成
27
年
７
月
21
日

定
価
：
１
，
８
５
０
円

規
格
：
A4
判
１
８
９
頁

～

目
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全
国
農
業
新
聞
の

普
及
拡
大
を

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者
の
公

的
利
益
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員

会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
週
刊
の
農

業
専
門
紙
で
す
。
農
業
委
員
と
農
業

者
、
農
業
者
と
地
域
住
民
・
消
費
者
、

農
村
と
都
市
の
絆
を
強
め
る
た
め
の

「
か
け
は
し
」
と
し
て
、
普
及
・
拡

大
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

購
読
料

月
額

七
百
円

発

行

毎
週
金
曜

お
申
込
み
は
農
業
委
員
会
へ

あ

と

が

き

就農実践研修と熱中症への配慮

農業研修生の実践研修が６月１日から一斉にスタートした。

現在、24名が受入経営体で実践研修に励んでいる。農業に

夢を抱き、将来自分でも農業を目指したいという 研修生が

多いなかで、この暑さにダウンし、１名が脱落した。研修とは

いえ暑熱環境下での農作業もある。こまめに水分・塩分の補

給と適宜、休憩を取らせるなど熱中症には要注意だ。（T･M)

徳島県農業会議へのお問い合せ
TEL（088)678-5611 FAX（088)655-8364
URL http://www.tokukaigi.or.jp
MAIL home@tokukaigi.or.jp

新
刊
農
業
図
書
紹
介

徳
島
県
農
業
会
議
常
任
会

議
員
会
議
で
処
理
し
た
農
地

法
第
４
条
・
第
５
条
の
転
用
許

可
面
積
は
左
表
（
４
月
～
６
月
）

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

農地法第４条・第５条転用許可面積


